
令和４年（２０２２年）５月２０日（金）
大学コンソーシアム熊本地域創造部会
「地域課題解決のための政策アイデアコンテスト」
エントリー事前説明会

「令和２年７月豪雨の被災地域における
地域の持続を実現するための取組みに

ついて」の趣旨等について

熊本県企画振興部企画課



【本日の説明内容】

１ 県のまち・ひと・しごと創生総合戦略

２ 県の課題設定の趣旨

３ 今回の「地域課題」について

【参考】 統計データ紹介



１ 県のまち・ひと・しごと創生総合戦略

「令和２年７月豪雨からの創造的復興」「新型コロナウイルス感染症を
踏まえた対応」「熊本地震からの創造的復興」「将来に向けた地方創生
の取組み」の４つの柱に沿って施策を展開

令和２年７月豪雨からの創造的復興について
【取組みの方向性（目指す姿）】
愛する地域で誰もが安全・安心に住み続けられ、若者が“残り・
集う”持続可能な地域の実現を目指すとともに、県内全域に
おいても災害に強い郷土づくりに取り組む。

本災害は、超高齢化、人口減少が加速する地域で発生した災害
であり、復旧・復興に当たっては、人口流出の防止や地域経済・
産業の再生とともに、球磨川流域の清流と共に生き、暮らして
いきたいとの被災者の思いに寄り添った復旧・復興が求められる。

第2期熊本県まち・ひと・しごと創生総合戦略（概要版）



２－１ 県の課題設定の趣旨

【現状分析】
令和２年７月豪雨の被災地域※における現状分析
※八代市、人吉市、芦北町、錦町、あさぎり町、多良木町、湯前町、
水上村、相良村、五木村、山江村、球磨村及び津奈木町の１３市町村

〇人口推移
総人口、年少人口、生産年齢人口、老年人口はいずれも減少傾向
※老年人口は2025年以降に減少予測

〇地域経済循環
半分の地域で地域経済循環率が５０％台であり、地域経済自立度
が低い。

令和２年７月豪雨で甚大な被害を受けた市町村は災害以前から人口減少
と地域経済活動が縮小

出典：RESAS



２－２ 県の課題設定の趣旨

【地域課題①】
令和２年７月豪雨の被災地域における地域の持続を実現するための取組みについて

【背景】
○令和２年７月豪雨の被災地域は、災害以前から人口減少と地域経済活動が縮小
○災害により更なる人口減少も懸念
○地域の持続を実現させるためには、現状の地域課題の把握と適切な政策立案に基づ
いた対応が必要

令和２年７月豪雨の被災地域から１つの市町村を選び、対象市町村の課
題を抽出・分析し、その課題を解決するような政策を提案していただく

地域の未来を担う若い皆さんの思いが重要



３ 今回の「地域課題」について

目指す姿：
令和２年７月豪雨の被災地域の
持続の実現
例）住民が幸せに生活し続ける。
（人口維持・増加、経済活動維持…など）

現 状：
？？？

目指すべき「地域の持続」と「現状」のギャップを解消するために
「すべきこと」が今回の「地域課題」

現状

このギャップが課題

課題とは…
指
標(

人
口
等)

例）時間軸

目指す姿

若者だから気がつく独自の政策提案をお待ちしています！



【参考：統計データ紹介】
RESAS：https://resas.go.jp/ E-Stat：https://www.e-stat.go.jp/

👈各市町村のホームページに「統計」に
関するページもあります


